
出村克明(でむらかつあき)：年齢不
詳。コンセプチュアルアーチスト、
パーカッショニスト。大学を出て会
社勤めをしたが、世界を見たいと単
身当ても無く渡航。ニューヨークを
皮切りに欧州、アフリカ、中近東、イ
ンド、他を二年余り旅。シアトルで
パーカッションをゲーリーハーディ
ンに師事。空気、無を梱包して送る
エアメールアートを活動している。
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音友レコード倶楽部
レコードコンサート開催。
Light Musc
「軽音楽ファンの集い」
Jazz Date
「ジャズファンの集い」
合同開催！！
10月11日（日）
13：00開場、13：15開演
参加費：￥1,500
川崎市国際交流センター
レセプションルーム
★筆記用具は、感染予防の為
　各自でご用意ください。
★マスクをご持参ください。
★入室前に、手のアルコール
　消毒をお願いしています。

10月号
October

2020

そして音楽の旅は続く ジャズボーカリスト
星乃けい

※「非通知設定」には対応不可。
●レコード倶楽部コンサートの問い合わせ

2005年12月14日、ジャズシンガーとして待望の
リーダーアルバム｢NEARNESS OF YOU/星乃けい｣、
2006年12月20日｢IN A SENTIMENTAL MOOD/
星乃けい｣をリリース。ジャズファン、ジャズメン、オーデ
ィオファンから高く評価支持される

Kei Hoshino

「音友レコード倶楽部」会場移転のお知らせ
軽音楽ファンの集い「Light Music」＆ジャズファンの集い「Jazz Date」は暫くの間月１回開催。

連載13
officialwebsite

https://www.hoshinokei.com

　18～19才の頃はどんなに小さな
仕事でも、飛んで唄いに行きました。
音楽以外の仕事はしないと決めて
いたので、仕事を選ぶ贅沢はできま
せん。譜面が苦手なのにスタジオ仕
事をしてしまうという無茶ぶりで、な
かなかOKを貰えないときはほんと
に申し訳なくて、苦しかったなぁ。でも
唄っていられることが嬉しかった！「お
よげ！たいやきくん」が町中に流れ、
私より後の第10回ポプコンで登場
した中島みゆきさんや因幡晃さんが
次々と大スターになる中で、私はガ
サゴソと駆けずり回って生きていま
した。売れた人と売れてない人はす
べてが違うけど、私は16歳から制作
室でこういう現実を見てきていたの
で、焦りも嫉妬も感じず「私は私」っ
て妙な安定感がありました。
　当時の日本のヒット曲は因幡さん
やみゆきさんはもちろん「なごり雪」
「木綿のハンカチーフ」「横須賀ス
トーリー」などで、ジュリーもソロ活動
を始めた頃かな。書ききれないほど
の名曲があります。だけど私は洋楽
志向でした。音楽活動に目覚めた入
り口はフォークソングを聴いたこと
ですが、大川栄策ファンの父は
Tennessee Waltz、Johnny 

Guitarといったアメリカの歌謡曲も
好きで、子供の頃からよく聴かせてく
れました。昔のステレオは大きくて床
の間を占領していました。団塊世代
の姉は布施明やザ・ピーナッツも
Tom JonesやThe Beatlesも何
でもよく聴いていました。シャボン玉
ホリデーやSoul Trainというテレビ
番組も姉と一緒に見たなぁ。私は
Ro b e r t a  F l a c kとD o n n y  
HathawayのLPレコードに感激、
合歓の郷では洋楽のAからCまで聴
きまくり、ロック好きの友人からは
Pink FloydやLed Zeppelinを教
えてもらいました。カッコ良かった～！
「狂気」というアルバムタイトルに痺
れました。このタイトルを付けた人は
数年後に私のプロデューサーにな
り、またまた痺れました。70年代中
頃の洋楽はQueenやABBA、
Santana、Olivia Newton-John
などの曲だったかな？中でも私は
West Coastのサウンド、とりわけ
The Eag lesが好きで「Hote l  
California」はきっと生涯で1番好
きな曲です。あの後半のギターパー
トは何度聴いても鳥肌を立てて泣い
てしまいます。Th e  D o o b i e  
Brothersもいいよね。コネで貰った

Michael McDonaldのサインは今
も宝物～。CarpentersやBoz 
Scaggsの曲は時々唄うのですがリ
アルタイムで体験した曲はいいね！
私はJazzのスタンダードナンバーと
いわれる名曲の時代にはまだ生まれ
ていなくて、とても残念です。新しく
担当になった名ディレクターの萩原
さんは日本の音楽シーンに数々の
ヒット曲を送り出した人ですが、元は
有名なロックギタリストなので洋楽
志向。これまで制作室で過ごす事の
多かった私は、担当ではない時から
彼と音楽の話をするのが楽しみでし
た。ここがいいんだよね～っていう心
の震える場所が同じ人なので、私は
自然体のまま彼の下でデビューする
ことになりました。

「Hotel California」、生涯で1番好きな曲

ジェットストリームの様な軽音楽好き、またジャ
ズレコードコレクターなどジャズファン好きが
開催している月2回のレコードコンサートを、
暫くの間、軽音楽とジャズを聴くプログラムに
変更して開催します。SP、LP、EPやCDなどを

持ち寄り、集いに参加して懐かしいあの頃のレ
コードを聞きながら音楽談義を楽しみません
か。ぜひ一度参加してみてください。（※SP盤
持参の場合は事前にご連絡ください。）

・日時：10月11日（日）13：00 開場／13：15 開演／17：00 閉会
・場所：川崎市国際交流センター・レセプションルーム
・住所：川崎市中原区木月祗園町2－2　電話044-435-7000

元住吉駅東口、綱島街道。中原区木月2-7-8 健庄ビル1階
http://cafebaloo.com
Mail：info@cafebaloo.com Tel：044-789-9625

手作りのケーキとお飲み物でちょっと休憩いかがでしょうか。
ケーキや焼き菓子、ドリンクはテイクアウトも可能ですので
色 な々用途でお使いください。お食事メニューもあります。

cafe+cake Baloo

●お問い合わせ
川崎市国際交流センター
TEL 044-435-7000
FAX 044-435-7010
E-mail:kiankawasaki@kian.or.jp
川崎市中原区木月祇園町2-2
元住吉駅から徒歩10分

川崎市国際交流センター

日　時：①10月14日 ②10月21日 ③10月28日　
          水曜日、14：00～16：00
参加費：1,650円（全3回/税込）、アクセサリー材料費：1,650円（税込）
定　員：25名（応募者多数の場合抽選）
申込方法：ウェブ専用フォーマットにて
締切日：10月5日必着

国際文化理解講座
日チェコ交流100周年記念講座、アクセサリー作成体験

音楽好きな友の会「軽音楽ファンの集い」、「ジャズファンの集い」は・・・
日時：10月11日（日）13：00 開場／13：15 開演／17：00 閉会
場所：川崎市国際交流センター・レセプションルーム

「Light Music」（軽音楽ファンの集い
混声ポピュラーコーラスの世界

「Jazz Date」（ジャズファンの集い）
偉大なるトロンボーン・コンボJ&K特集

かつて混声のポピュラーコーラスグループ
がいくつもあり、アメリカの家庭には彼らの
レコードが必ずあったと言われます。家族で
楽しめて、一緒に歌える彼らのサウンドはテ
レビのレギュラー番組になるほどの人気が
ありました。今回はポピュラーコーラスグ
ループの中でも編成の大きい、"～シンガー
ズ"ものを集めてみました。

以前、トロンボーンの巨匠J・J・ジョンソンの特集
を行いましたが、今回は1954年に白人のトロン
ボーン・プレイヤーのカイ・ウィンディングと結成
した2トロンボーン・コンボ「J&K」を聴いていき
たいと思います。二人は日本でも「スイングジャー
ナル」誌における人気投票のトロンボーン部門で
常に上位を争う存在であり、その独創性と完成度
によって当初から高い評価を得ていました。

★軽音楽とジャズを聴く鑑賞プログラム内容★

写真は
チェコアクセサリー

▲This Is My Song
 / RAY CONNIFF

▲THE GREAT KAI & J.J
/J.J.JOHNSON & KAI WINDING



https://mottonclub.com/ 

地域の、全国のミュージシャン、そして
音楽活動に関わるあらゆる人をネットワークしたい。
演奏の場を創り、ライブと楽曲の発信を
積極的に活動していくことが目的です。
元住吉から発信して行きます。アーチスト・メンバー募集中！！

　ラジオって楽しいですよね。テレビ
よりずっと気ままに自由に放送してい
るようで、リスナーとの距離も近く感じ
ます。ところで、昨年からFM東京で作
家の村上春樹さんがDJを務める「村
上ラジオ」って番組をやっているのは
ご存じでしょうか？村上さんはその小
説にも音楽がたくさん出てくるように、
ジャンルを問わずかなりの音楽通です
よね。この番組では、彼自身がテーマ
を決めて選曲をしてご自身のレコード
やCDをかけているそうです。とても楽
しく聴いているのですが、実は一番楽
しんでいるのは村上さん本人じゃない
のかな？音楽好きの皆さんなら1度や
2度は想像しませんでしたか？「もし自
分がラジオ番組を持ったらどんな曲を
かけようか？」って。私は今でも考えま
す。（笑）テーマ曲はソニー・クラーク
の“ブルー・マイナー”にしよう！いや、ド
アーズの“ハートに火をつけて”の方
がシブいな、とか。でも、よくよく考えて
みたら、このコラム自体がレコードをか
けないDJみたいなものですよね。毎
月、勝手に好きなアルバムや曲をご紹
介させていただいて、皆さんに読んで
いただいている。改めて言うのも何で
すが、お付き合いありがとうございま
す。結局1番楽しんでいるのは私なの
でしょうね。一応、選ぶ時に気にしてい
る事がありまして、「超有名盤では無
いから、聴いた事が無い人もいるだろ
うけれど、かなり良いので、まだ聴いて
いない人には是非聴いて欲しい。」っ
て言うのがコンセプトなんですよ。　
　まぁ、ぶれますけど。そんなわけで、
今回は『ジャズ好きの人はあまり聴い
た事が無いかもしれないけれど、きっ
と飽きずに聴いていただける、ロック
バンドのインストロメンタル曲』っての
を2曲ご紹介いたします。
　まず1曲目は1971年ニューヨーク

でライブ録音されたジ・オールマン・
ブラザーズ・バンドの「アット・フィルモ
アイースト」（写真①）より”I n  
Memory of Elizabeth Reed”。こ
のバンドは基本的にはブルースを
ベースにアメリカ南部の音を出すので
すが、たまにフュージョンにも通じるよ
うなカッコ良いインストロメンタル曲も
やっています。また、このアルバムは
ローリングストーン誌の選定で「偉大
なライブアルバム」の第2位になって
いる程の名盤なんですね。この演奏の
聴きどころは何と言ってもライブなら
ではのグルーブ感。大きな音の波が何
度も押し寄せ、それをツインドラムが
しっかりとサポートして、一糸乱れぬう
ねりとなって連続していく。その圧倒
的なグルーブ感はロックならではの迫
力を感じます。その中でも特に、デュエ
イン・オールマンのスライドギターは
圧巻です。空間を自由に飛び回るよう
な演奏スタイルから“スカイ・ドッグ”と
呼ばれていました。曲の構成、音作り
の綿密さ、演奏能力の高さ、グループ
としての完成度、どれを取っても1級
品ですので、音楽好きの方ならどなた
でも楽しめると思います。
　さて2曲目は日本のロックバンド、四
人囃子のセカンドアルバム、1976年

リリースの「ゴールデン・ピクニック」
（写真②）より“レディ・バイオレッタ”。
ギタリスト森園勝敏が作った潤しいバ
ラードの名曲です。1枚の女性の絵か
らインスパイアされて作曲したそうで
す。クールなイントロから始まり、美し
いテーマがアコギで奏でられます。い
つの間にかエレキに引き継がれ最高
にリラックスした演奏が続きます。森
園氏のギターはチョーキングが綺麗で
麻薬的な魅力があり、ずっと聴いてい
たい衝動にかられてしまいます。6分
の曲が短く感じてしまう、そんな1曲で
す。また、この曲のファンがいかに多い
かと言うと、今年の3月に、なんとこの
曲の別テイクだけ8曲を集めたアルバ
ム「レイディ・ヴィオレッタ」が発売され
たそうです。そんなアルバムちょっと
無いですよね。
　ご紹介した2曲とも女性の名前です
ね。男達は美しい女性を想うと綺麗なメ
ロディーが思い浮かぶのでしょうか。ど
ちらの曲もフュージョンの要素が入って
いるし、何と言っても超1流の音楽家に
よる名曲の演奏です。ジャズ好きの方も
十分楽しんでいただけるのではないで
しょうか。是非聴いてみてください。そう
言いつつ、今回も私の大好きな曲を紹
介してしまいました。あ～楽しかった。

４ビートに首ったけ
1970年代、ニューヨーク、そして東京
最高にクールでホットなインストロメンタルロック！ 長谷部　徹神山 曻

団塊じじいのジャケ買い遍歴

ギャロッピング奏法に挑戦5

We’re All Alone

　最近は英語の歌が好きで、歌えるよ
うになりたいと密かに色々と練習中で
す。特にBoz Scaggsの“We’re All 
Alone”がお気に入り。様々なアー
ティストがこの曲のカバーを発表して
いるので、それぞれどのように表現し
ているのか色々と興味深く聴いてい
ます。女性ボーカルのRita Coolidge
も素敵。歌詞の解釈が人によって様々
なので、自分だったらどう感じるだろう
と、英語をもっと身に付けたいと思っ
ています。そして歌詞はないけれど、
ジャズピアニスト小曽根真さんのイン
スト演奏もとても好きです。
　実は以前から小曽根さんのファンな
のですが（小曽根さんはライブのMC
もとても楽しい！）、先日YouTubeで
バークリー音楽大学卒業間近の小曽
根さんのドキュメンタリー動画を発見
しました。それがめちゃくちゃおもしろ
かった！演奏技術はもちろんのこと、若

い頃からの信念の強さや立ち振る舞
い、そのお人柄に改めて惚れ直しまし
た。
　特にかっこいいなと思ったのは、
1983年当時の小曽根さんが取材の
メディアの前で、家族にとてもナチュ
ラルにガールフレンドを紹介していた
ことです。若い頃ってついかっこつけ
たりプライベートを隠したり、彼女がい
るのに合コンに参加する男性もいる
中で、「何て清々しいんだ！！」と感動し
ました。この感動、わかる人がきっとい
るはず。
　新型コロナウィルスの影響で不安
定な日々の中、小曽根さんの素晴らし
いピアノと関西弁混じりのMCを生で
また聴ける日を願いながら、彼のアル
バム「TREASURE」を聴いています。
あ、“We’re All Alone”のことをほと
んど書かずに終わりました。

ソウリーヴ・ミュージック・スクール
SouleaveMusic School

http://souleave-­music.com/

元住吉駅徒歩3分、武蔵小杉駅徒歩13分
チケット制 音楽教室 Tel 044-750-8992
AM8:00／PM22:00start

牧野くみ「くじら座」日記連載49

連載46連載07

連載30 Course: Addicted to Guitar

永瀬 晋

「軽音楽ファンの集い」、「ジャズファンの集い」は、暫くの間月一回。
11月14日（土）13：00 開場/13：15 開演/17：00 閉会
川崎市国際交流センター・レセプションルーム11月のお知らせ

音友レコード倶楽部
Ligt Music & Jazz Date

　カラオケは日本生まれであり、海外
でも“Karaoke”で通じることはよく
知られているが、最初のカラオケレ
コードは何であろう？
　筆者はネルソン・リドルの「Sing a 
Song with Riddle」(1959,米キャ
ピトル)(写真①)であると思っている。
　リドルはフランク・シナトラやナッ
ト・キング・コールらの多くのアルバム
を担当した名アレンジャーである。
1950年、キャピトル・レコードは彼と
契約し、シナトラやコール以外にも
ディーン・マーチン、ペギー・リー、ダ
イナ・ショア、ジュディ・ガーランドら、
キャピトルで多くのヴォーカリストの
アレンジを担当し傑作アルバムを輩
出してきた。このリドルが'59年にリ
リースしたカラオケレコードが「Sing 
a Song with Riddle」である。
　“デイ・イン・デイ・アウト”, “フール
ズ・ラッシュ・イン”, “イッツ・ア・シン・
トゥー・テル・ア・ライ”等おなじみのナ
ンバーが全12曲、リドルのアレンジ
が歌なしで収録されている。このレ

コードの演奏はヴォーカルガイドのメ
ロディーが入っておらず、歌唱用に全
曲の譜面まで付いている本格的な作
りとなっている。
　筆者は最近、このレコードを使って
レコーディングしたと思われる日本人
歌手を発見してしまった。昭和38年
(1963年)、東芝音楽工業よりリリー
スされた弘田三枝子の「スタンダード
を唄う」(写真②)というアルバムであ
る。このアルバムに収録されている
“イッツ・ア・シン・トゥー・テル・ア・ラ

イ”のみ、バックの演奏がネルソン・リ
ドル・オーケストラとなっているのだ
が、なんとアレンジは「Sing a Song 
with Riddle」に収録されているもの
と同じなのだ。お持ちの方は是非聞
き比べていただきたい。
　ちなみに筆者はカラオケはしない
のだが、ひとりで密かに「Sing a 
Song with Riddle」で歌ってみると
上手くなった気がする。さすがリドル
のアレンジの成せる業か。

　ヴァイブ奏者といえばライオネル・
ハンプトンやホビー・ハッチャーソン
と言った巨匠たちを先ず思いつきま
すが、筆者が一番好きなのはミルト・
ジャクソン。今回はお勧めのアルバム
と曲をいくつか紹介していきます。
　ミルト・ジャクソン(1923～1999)
はMJQ(モダン・ジャズ・カルテット)と
して有名ですが、個人的には型に
嵌ったMJQよりも、数々のリーダー
作や他のジャズメンとのコラボ盤等
の方がずっとソウルフルで魅力的。
　筆頭は名盤「OPUS DE JAZZ」
（写真①）。サヴォイ独特の鄙びた
ジャケットから想像される通りのジャ
ズが詰まっています。フランク・ウェス

の哀愁溢れるフルートと共に奏でる
“ユー・リーヴ・ミー・ブレスレス”は思
わず溜息が出るようなバラード。続い
てアトランティック1959年盤「bags 
& trane」。ポール・チェンバースの
手元が見えるようなゴリゴリっとした
ベース、コルトレーンの長く熱いソロ・
テナーが聴く者をぐいぐい引込む
“ザ・レイト・レイト・ブルース”が秀逸。
同じくアトランティックの「Sou l  
B ro the rs」（写真②）と「Sou l  
Meeting」（写真③）は共にレイ・
チャールスとのコラボ盤。筆者愛聴
盤の最右翼で、何度聴いても全く飽
きの来ない最高にソウルフルなアル
バム。紫煙のたち込める地下ライブ

ハウスのような雰囲気と音場感もク
セになります。各盤からのお勧めは”
ソウル・ブラザース“と“ラヴ・オン・マ
イ・マインド”。前者はレイ・チャールス
がアルトを吹きミルトがピアノとギ
ターを弾くという変わり種。最後は
『シェリーズ・マン・ホール』でのライ
ブ盤「THAT’S THE WAY IT IS」
（写真④）。スインギーで心地良く、メ
ンバーの掛け声や聴衆の歓声などと
にかく会場の楽しい雰囲気がありあ
りと伝わる“フランキー＆ジョニー”を
お勧めして筆を置くことにします。皆
さんもミルト・ジャクソンのソウルフル
な世界を味わってみてはいかがで
しょうか。

音友レコード倶楽部

　お世話になっております。
　今月もまたギターを始めたばかりの
方にお勧めなギター小ネタをソウリー
ヴ・ミュージック・スクール永瀬がお送
りいたします。
　前回に続きギャロッピング奏法第5
回のご紹介です。
　今回は一旦ギャロッピング奏法の
集大成としてブルースのコード進行に
チャレンジしていただき対と思いま
す。
　いきなり挑戦するには非常に難し
いですが、今までの課題内容。
　「まずはベースラインをきっちり仕
込む」
　「どのベースラインと同時にメロ
ディーを入れるか確認」

　「メロディーパートが拍の表か裏か
確認する」
　という作業をきっちり進めていただ
けると必ず弾けると思いますので是
非チャレンジしてみてください！

　このコード進行はブルース、ロカビ
リー、ロックなど様々なジャンルで活
躍するコード進行ですので是非ネタと
して仕込んでいただけると幸いです！
　というわけでまた次回！

音楽と映像。新しい世界が出来る予感がした。

ミルト・ジャクソンのソウルフルな世界

▲Third Ear Band (a.k.a. Elements) ／
    Third Ear Band
    印刷物を剥がしてべたっと貼っただけの
    安っぽさが面白かった。

▲①At Fillmore East/The Allman Brothers Band ▲②ゴールデンピクニック/四人囃子

世界最初のカラオケレコード！？

▲①SING A SONG WITH RIDDLE／
　Nelson Riddle

▲①OPUS DE JAZZ / Milt Jackson, 
Frank Wess 

▲②Soul Brothers / Milt Jackson & 
Ray Charles

▲③SOUL MEETING / Ray Charles, 
Milt Jackson

▲④THAT’S THE WAY IT IS / 
Milt Jackson Quintet

▲②スタンダードを唄う／弘田三枝子

　大学を除籍、悶々としていた私は、
知人の紹介で注目されていた若手舞
踏家公演のポスターデザインを引き受
けます。ついでに「音」もやれと来まし
た。 舞台は由緒ある「代々木能舞台」
です。たまたま渋谷のアングラ劇場で
友人の芝居の音出しを即興で手伝っ
ていたのを見て「面白い」と言うので
す。デザインの仕事も嬉しいのです
が、音が出せるなんて感激です。母親
のタンスから江戸褄（黒留袖）を持ち
出して着流した私は、ヴァイオリンとエ

レキベースを舞台下の床に並べ、バチ
で加減を取りながら感性で弾き、叩き
ました。
　その舞台は舞踊家の力で高い評判
を得ました。そして、私は「音」を創るこ
と、聞いてもらうことに格別な喜びを得
てしまい、その気持ちを持続させたくて
友人を無理矢理誘い「ソラリ・ドウル」と
いう即興バンドを立ち上げました。
　演劇や舞踏の音出し、彼方此方から
呼ばれるようになり、ついに念願だっ
た日比谷の野外音楽堂公演「日本語
のふぉーくとろっくコンサート」で岡林
信康、頭脳警察、遠藤賢司、はっぴえん
どいった蒼々たるメンバーの中に飛び
入りで出演することができました。
　着物を着流した男4人のグループ
が、ベースとヴァイオリンを叩き、片や
ただ突っ立って二つのコードを奏でな
がら意味の無い言葉を発している。一
方、裸同然で白塗りの男となって客席
に下りて踊り狂うと言った奇抜な出し
物に、大方の観客はどん引きでした。
　それでも、これは新しい音楽だと自
信たっぷりに叫ぶと、次はカルメン・マ
キの新宿厚生年金ホールでのコン
サートにお呼びが掛かりしました。その

公演中、我がメンバーの一人が、誤っ
てカルメン・マキ専属バンド「オズ」の
高価なシンバルを叩き割ってしまいま
した。壇上は殴り合いとなりましたが、
観客は「暗黒舞踏団」と勘違いし、演出
だと思って楽しんでました。そんな時
代です。「ソラリ・ドウル」は色物として
は面白いが、危険すぎるグループと
レッテルを貼られ、あいつ等だけは呼
ぶなとなり、半年ぐらいで解散に。
　これらの「即興演奏」は、レコード店
で見つけた英国の音楽グループ「サー
ド・イヤー・バンド」の影響が大です。レ
コードジャケットは、予算をしっかりかけ
るのが主流な中、雑誌の切り抜きを拡
大し、適当に貼付けた様なデザインが、
かえって興味を引きました。
　打楽器による単調なリズム、風と波
に絡み合う砂、東洋風でもあり懐かし
い音色もする。様々な楽器が重なり
合って独特な音が表現されています。
彼らは、東洋のラーガ形式、ヨーロッパ
の民俗音楽、実験音楽、中世の影響を
受けて即興の音楽描写を創作したと
言われています。身体の一部が音に
なってしまうような、あのリズムに刻ま
れる快感がたまりません。     （つづく）

特別寄稿 Music Conversations

音友レコード倶楽部・音楽談義

レコードコンサート
Light Music DJ担当 大場アキヒロ

レコードコンサート
Jazz Date DJ担当 K.Shiranita

●ちなみに「Sing a Song with Riddle 」（写真①）収録曲目です。
01.Little White Lies /02.Darn That Dream /03.Near You /04.Day In, Day Out
/05.The More I See You /06.My Baby Just Cares for Me /07.Everywhere You Go
/08.I Had the CraziestDream /09.Fools Rush In /10.You Make Me Feel So Young
/11.It's a Sin to Tell a Lie /12.You're Driving Me Crazy! (What Did I Do?)


